
豊陵会代表として平成２９年豊中高校６９期生卒業式挨拶 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。保護者の皆さま、並びに

学校関係の皆さま、めでたく今日の卒業式を迎えられたこと、心からお祝

い申し上げます。 

 

本日は本来「豊陵会」の永田会長がお祝いを述べるべきところ、やむを得

ぬ所用がありますので、副会長の私、高校１５期木村榮次が代わりまして

挨拶を申し上げます。 

 

卒業生の皆さんは卒業と同時に「高校第６９期生」として豊陵会に入会し

て頂くことになります。「豊陵会」は旧制豊中中学及び豊中高校の卒業生

を会員にする同窓会です。１９２１年（大正１０年）に創立して以来、母

校の卒業生は３５千人を越えており、現在の豊陵会の会員数は物故者を除

いて３万人強に達しています。69 期生の入会を歓迎します。 

 

さて同窓会は二つの側面があります。 

先輩と後輩が繋がる縦の糸、同期の皆さんが繋がる横の糸の二つで、織物

の経糸・横糸の様に構成されていると言えます 

現在豊中高校の先輩の多くは実に様々な分野で活躍されています。もし先

輩と会う機会があれば、豊高の同窓生と聞いただけで不思議に親近感が湧

いてくるものです。 

お互いが交流を深めて、先輩と後輩の強い絆で結ばれることは大きな財産

になります。 

これが経の糸です。 

 

一方これから先、同期会も開催されると思います。同じ時期に同じ高校で

学んだ同期生が、様々な分野で活躍しているのを見聞きするのは大いに刺

激になり、励みになるものです。私も何度となく異業種で仕事をしている

同期の仲間にアドバイスを貰い助けられたことがありました。 

これが横の糸です。 

 

先輩、後輩の経糸と同期の横糸でしっかり繋がった同窓会は、皆さん方が

今後生きていく上で力強い支えになると思います。 

 

 



さて皆さんは本日卒業され、それぞれ新しいステージでの生活がスタート

します。皆さんは卒業の時に既に選挙権を与えられた記念すべき卒業生に

なります。 

これからは世の中の色んな変化や困難に立ち向かっていかなければなり

ません。 

力の強いものが生き延びていくとは限りません。 

環境の変化に対応できるものだけが生き残っていけるのです。 

この変化の激しい時代に、自ら知恵と能力に磨きをかけて、世の中の変化

を自らの感性でキャッチし、的確に対応して初めて、社会の発展に貢献で

きる人間として成長し、認められることになるでしょう。厳しいこともあ

るでしょうが頑張ってください。 

 

ここで現在我々が行っている同窓会活動のうち主なものを紹介しておき

ます。 

 

一つは会員名簿の発行です 

一昨年７年ぶりに「豊陵会会員名簿 2015」を発行しました。残念ながら

６８期６９期の皆さん方は掲載されておりませんが、旧制中学１回生から

高校６７期までの先輩の方々の進学先、就職先も掲載されています。又豊

高の歴史やエピソード等充実した記事が満載です。保護者の皆さまにとっ

ても大いに参考になると思います。本日は見本を展示していますので、是

非一度手に取ってご覧ください。 

 

同窓会活動の二つ目として、毎年５月に豊中駅近のホテルアイボリーで全

同窓生を対象にした豊陵会総会を開催しています。 

ここ数年この総会には在校生のクラブにゲスト出演をお願いしています。

昨年は音楽部、一昨年は軽音楽部、その前はダンス部に出演頂き、一緒に

歌ったり踊ったりしました。特に総会の締めで素晴らしい伴奏で校歌を一

緒に歌って、総会を盛り上げて頂きました。 

ここにおられる皆さん方の中にも出演頂いた方がおられると思います。 

その節はありがとうございました。 

 

今年は５月２８日（日）曜日に開催します。本日卒業された新入会員は無

料でご招待ということになっています。是非お誘い合わせの上多数出席し

て頂き、先輩や同期の方々と親睦、交流を深めて頂ければと思います。 

 



三つ目の重要な活動として年に１回同窓会紙「豊陵会報」を発行していま

す。 

この「豊陵会報」にはその時々の学校の様子や会員の消息や活動内容が盛

りだくさん載っています。 

 

新卒業生の皆さんには来月４月２０日に登録された住所にお届けする予

定をしています。是非ご覧になってください。 

 

尚皆さんの登録住所など個人情報の一部は学校から引き継いでいますが、

その情報は「個人情報保護法」にそって豊陵会事務局が厳重に管理し、同

窓会活動のみの目的に使用していきますので、念のため申し添えておきま

す。 

 

最後に母校の９６年の長い歴史に育まれた「質実剛健」、「協同進取」とい

う伝統の校風は、卒業生の皆さん方の心にきっちり受け継がれていると思

います。 

これからの人生、まずは健康に留意され、豊中高校の卒業生であるという

自信と誇りをもって、力強く進んでいかれることを期待してお祝いの言葉

と致します。 

 

本日は本当におめでとうございます。 

 

豊陵会副会長   木村榮次 


